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 Ⅰ．政策研究最前線   イノベーションの最前線から 

       第 1 研究グループ 

 

「イノベーション」。。。最近、良く耳にする言葉ではあるが、この言葉の意味するところは想像以

上に幅広い。この、つかみどころのない「イノベーション」の実態に少しでも近づきたいと考える

研究者は数多い。 

 

科学技術政策研究所は、民間企業のイノベーション活動に関する調査の結果を取りまとめ、

NISTEP-REPORT No.144「第 2 回全国イノベーション調査報告」として 9 月 22 日に公表した。この

取りまとめに貢献した一人が、第 1 研究グループの西川浩平研究員である。 

 

 

 西川に、「イノベーション」とは何か、その仕事への取り組みについて聞いてみた。 

 

○ 「イノベーション活動」と最近よく聞きますが、いったい何のことでしょうか？ 

 

イノベーション活動とは、革新的な製品・サービスまたは業務の改善を目的としたプロセスの開

発に必要とされる設計、研究開発、市場調査などの取り組みを指します。なおイノベーション活動

によって実現されるものに、「プロダクト・イノベーション」と「プロセス・イノベーション」が

あります。 

 

 

○ プロダクト？プロセス？２種類もあるのですか 

 

 そうです。イノベーション活動は、２種類に分けられます。 

 

プロダクト・イノベーション・・・新製品あるいは新サービスの市場への投入をいいます。これ

には、既存の技術を組み合わせたものや既存製品あるいは既存サービスを技術的に高度化したもの

も含まれます。ただし、製品あるいはサービスの機能面や使用目的が既存のものと変わらない単な

るデザインのみの変更、他社製品・サービスの単なる販売・提供は含まれません。 

 

 プロセス・イノベーション・・・新プロセスの導入または既存プロセスの改良をいいます。これ

には、製品・サービスの製造・生産方法あるいは物流・配送方法の新規導入や改良だけではなく、

製造・生産あるいは物流・配送をサポートする保守システムやコンピュータ処理などの新規導入や

改良も含まれます。 
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http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep144j/idx144j.htm


本調査の全体像を下に示します。

 

 

○ 「第２回全国イノベーション調査報告」の概要を教えて下さい 

 

イノベーションを実現した企業の割合                          

本調査に回答した企業のうち 48.1%が、プロダクト・イノベーションもしくはプロセス・イノベ

ーションのいずれかを実現しています。イノベーションの実現割合をプロダクト／プロセス別にみ

ると、31.4%の企業がプロダクト・イノベーションを実現する一方、37.7%の企業がプロセス・イノ

ベーションを実現しています。 

 

イノベーションの成果                                 

実現したプロダクト・イノベーションの成果に着目すると、営業利益や国内市場シェアの拡大を

目指した企業のうち２割程度が５%以上の拡大を達成したことが分かりました。他方、実現したプロ

セス・イノベーションの成果に着目すると、人件費、電力・燃料消費量、原材料使用量といった経

営資源の削減を目指した企業の３割前後が５%以上の削減を達成したことが分かりました。 

 

市場規模の変化とイノベーションの関係                         

昨今の金融危機の影響もあり、本調査に回答した企業のうち 2006-2008 年度において国内の市場

規模が縮小したと回答したのは 49.7%、市場規模が拡大したと回答したのは 14.7％でした。市場規

模の変化とイノベーション実現の関係に着目すると、市場が縮小している状況よりも拡大している

状況で、イノベーションが実現していることが分かりました。 
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大規模合併に伴う市場の再編成                             

市場規模の縮小に直面した企業を対象に、大規模合併の有無とイノベーション実現の関係をみる

と、大規模な合併が行われた市場に属する企業の方が、イノベーションを実現していることが分か

りました。 

 

企業活動のグローバル化                                

本調査に回答した企業の３割程度が国外市場で製品・サービスを提供しており、その割合はサー

ビス業よりも製造業の方が高くなっています。また国外市場に進出している企業の方が、進出して

いない企業と比較してイノベーションを実現した割合が高いことも明らかになりました。 

 

イノベーション活動における隘路                            

イノベーション活動において隘路に直面した企業の半数程度が最も重大な隘路として、技術に関

するノウハウや有能な人材の不足を挙げています。 

 

 

○ 政策研に入られたきっかけなど、を教えて下さい 

 私は自然豊かな石川県白山市の出身、幼い頃

からプロレス好きで、遊びと勉強をバランス良

くやっていました。 

 

 

 

 

大学院では医療経済学を専攻したこともあり、

修了後は国立長寿医療研究センターに入り、高

額療養費制度や高齢者医療に関する研究を進め

ていた。同僚から政策研の研究者公募の話を聞

き、研究内容の魅力から応募しました。 

「イノベーション」についても、当時はそれ

ほどよくわかっていませんでしたが、研究を進

めて行くのに従って、研究のヒントになるよう

な発見もありました。分析に重要なのは、時間

管理です。 

政策研では、バラエティに富んだ研究者が多

く、いろいろな「気づき」もありますし、個性

的な研究者から刺激を受けることも多いので、

日々研究者として楽しく過ごしています。 

 

○ どうもありがとうございました 
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  気になる！？科学技術          最近の話題への注目度（2010 年 9 月調査) 

                             第 2 調査研究グループ 

 

インターネットを利用して、科学技術に関する最近の話題への関心の有無を調査したところ、9

月の調査で最も関心が寄せられた科学技術に関する話題は、複数選択方式では「多剤耐性菌の出現

に関すること」、１つだけ選択する方式では「ｉＰＳ細胞の研究・実用化に向けた取組に関するこ

と」でした。［調査期間：9 月 24 日(金)～27 日（月）］ 

図 科学技術に関する最近の話題への注目度（2010 年 9 月調査） 
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1  ほとんどの抗菌薬が効かない新種の細菌(多剤耐性菌)の
出現に関すること

2  本人の書面による意思確認がなくても家族の承諾により移

植を可能とした改正臓器移植法の施行に関すること

3  地球への帰還に成功した日本の小惑星探査機「はやぶさ」

の活動に関すること

4  省エネ家電の普及促進に資する家電エコポイントの継続

や・エコカー補助金の終了に関すること

5  牛や豚などの偶蹄目の動物に感染するという口蹄疫の対

策に関すること

6  低消費電力と長寿命である発光ダイオード（ＬＥＤ）照明

の利用に関すること

7  太陽光発電の利用や電力消費の削減など省エネに関する

こと

8  人工多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）の研究・実用化に向けた

取組に関すること

9  日本人宇宙飛行士（山崎さん、野口さん）の国際宇宙ス

テーション（ＩＳＳ）での活動や帰国後の活動に関すること

10  画面の人物や物体が立体的に見える３Ｄ（3次元）テレビ

の販売に関すること

11  難病の解明などにつながる人の遺伝子情報の解析に関

すること

12  ワクチン製造の準備や接種効果など新型インフルエンザ

対策に関すること

13  米国ＮＡＳＡの宇宙開発（月面探査、太陽観測、スペー

スシャトルの運航計画など）に関すること

14  事業仕分けを契機とした科学技術予算を巡る議論に関す

ること

15  打ち上げに成功した日本版ＧＰＳ衛星「みちびき」に関す

ること

16  通常の医療とは異なる民間療法「ホメオパシー」の科学的

根拠の是非に関すること

17  本年10月に名古屋で開催される生物多様性条約第10回

締約国会議(COP10）に向けた議論に関すること

18  米国の学術文献情報サービス社（トムソン・ロイター）が独

自に予測した今年のノーベル賞の有力候補者に関すること

19  特にない

20  その他

（％）

ある程度関心を抱いたもの

（n=768）[複数選択可]

最も関心を抱いたもの

（n=768）[1つだけ選択]
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http://www.nistep.go.jp/nistep/about09.html


 
Ⅲ．最近の動き 

○ 講演会・セミナー 
・9/1  所内講演会「日米原子力協定の成立経緯と今後の問題点」 

遠藤 哲也（財団法人 日本国際問題研究所シニアフェロー） 
 

・9/15 所内講演会「日本は、中国の科学技術力をどう『利用』すべきか」 
伊佐 進一（前在中華人民共和国日本国大使館 経済部 一等書記官） 
 

・9/17 所内講演会「タイにおけるイノベーションシステムについて」 
Dr. Nares Damrongchai(Executive Director of APEC Center for Technology Foresight 

at National Science and Technology Development Agency、
Thailand) 

 
・9/28 所内講演会「デザインエンジニア：イノベーションの現場からの報告」 

田川 欣哉（takram design engineering 代表取締役） 

 

・9/29 所内講演会「欧州リサーチエリア（ERA）と ERAWATCH：政策のモニタリングと学習のツ
ールとして」 
Dr. Lee Woolgar（東京大学 特任講師） 
 

○ 主要訪問者一覧 

・9/7  駐日欧州連合代表部 Barbara Rhode 公使参事官／科学技術部長 

 木村 彰  科学・技術担当官 

 ・9/15 中華人民共和国駐日本国大使館 

    阮湘平  参事官 

    李纓  参事官 

    苗允  三等書記官 

 ・9/22 OECD   Andrew W. Wyckoff科学技術産業局長 

 
○ 新着研究報告・資料 

・「第２回全国イノベーション調査報告」（NISTEP-REPORT―144） 
・「大学等におけるベンチャーの設立状況と産学連携・ベンチャー活動に関する意識」（調査

資料―189） 
・「国立大学の特許出願の特徴に関する調査研究」（Discussion-Paper―67） 
・「国際比較を通じた我が国のイノベーションの現状」（Discussion-Paper―68） 
・「科学技術動向 2010 年 9 月号」 

  レポート1 資源問題に直面するモータ用永久磁石の研究動向と課題 

  レポート2 緊急地震速報の開発と効用 
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